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研究テーマ（発表タイトル） 

なぜ総合スーパーの衣料品部門は弱いのか 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

イオンの岡田社長は「総合スーパーで、急を要するのが衣料品の改革」と言っている。また、イトーヨーカ堂の亀井前社長も「総

合スーパーは衣食住の総合性が強み。それゆえ、衣料品をやめることは考えていない。」と言っている。総合スーパーにとって衣料

品部門は重要な部門であるため、改革のために新しい戦略が必要である。 

そこで、私たちが総合スーパーの衣料品部門が弱い原因を明らかにすることで、企業が新たな戦略を立てることができる。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

私達が様々な文献を調査する中で、総合スーパーの衣料

品部門が弱い原因として、外的要因と内的要因があることが

わかった。 

まず、外的要因としてあげられるのが、衣料品を専門的に

扱うカテゴリーキラーである、ユニクロやしまむらの成長だ。 

図１の売上推移を見てみても、カテゴリーキラーである、ユニ

クロ、しまむらは右上がりなのに対し、総合スーパーの衣料品

部門は右下がりであり、総合スーパーの衣料品部門は、カテ

ゴリーキラーに顧客を奪われているということがわかる。 

次に内的要因としてあげられるのが、価格、デザイン、品揃

え、品質、接客、広告活動の６つである。総合スーパー各社

はそれらの問題に対し、改善を行っているということが分かった。 

 

 



３．研究テーマの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図２より)総合スーパー全体の売上は増加傾向にある。しかし、衣料品部門の売上は大幅に減少している。さらに、(図３より)

他部門とくらべてみると衣料品部門の低下が著しいことが分かった。これより、総合スーパーの衣料品部門は弱いということがいえ

る。研究概要でも述べたとおり、総合スーパーにとって衣料品部門が重要な部門にあるにもかかわらず弱い現状にある。 

本研究では上記のように総合スーパーの衣料品部門が弱い原因を追究することを課題とする。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 現状分析において総合スーパーは６つの内的要因に対し、それぞれ改善策を行っていた。しかし、売上向上につながっていない

ことから、私たちは『改善方法が間違っていた』とう仮説１をたてた。 

この仮説１を検証するため私たちは、カテゴリキラーとして成功しているユニクロと総合スーパーを比較してみることとした。２つを比

較した結果、総合スーパーの衣料品部門の改善結果とユニクロの改善結果は同じものであった。そのため、総合スーパーの改善

方法は間違っていなかったということがわかり、仮説１は成立しなかった。 

そこで私たちは、ほかの原因があるのではないかと考え、総合スーパーの顧客を奪って成長したカテゴリーキラーはどのような成功要

因を持っているのか調べることとした。そこで、成功要因として価格、品質、デザイン、品揃え、広告活動、接客、ブランドイメージの

６つがあげられた。ここでは、仮説１と同じようにユニクロと比較する。そこでユニクロは、総合スーパーの内的要因としてあげられた

６つの要因を改善したあとにブランドイメージの改革に成功していた。そこで私たちは総合スーパーは『ブランドイメージの改革が

できていない』という仮説２をたてた。これを検証するため私たちは、アンケート調査を行うこととした。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアンケートの「衣料品を購入しているところを他人に見られたり、知られたりすることについてどう感じますか」という項目に抵抗を

感じると答えた人が全体の 32％いた。これは、ユニクロの約３倍であり多くの人が抵抗を感じているということがわかる。さらに、各

アンケート調査 実施日 10月 17日（土）～11月 8日（日） 

目的：総合スーパーの衣料品に対する消費者のブランドイメージを知るため 

対象：主に総合スーパーのターゲットである 30～50代の男女 

有効回答数：519 



店で購入したことがない人を比較してみると、総合スーパーはユニクロの約５倍の人が抵抗を感じており、抵抗を感じているから

購入しないということがわかった。つまり、社会的関係という障壁があるため、消費者は総合スーパーで購入しない。以上のことから、

総合スーパーはブランドイメージの改革ができていないということである。よって、仮説２は成立した。 

６．結果や今後の取り組み 

結論として、総合スーパーの衣料品部門が弱い原因は、ブランドイメージの改革ができていないからである。 

今後の取り組みとしては、先ほどのアンケートをさらに分析し、ブランドイメージが改革できていない理由を追及していく。 
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西日本インカレ事務局への連絡事項 

特になし 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、西日本インカレ事務局への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、

3 ページ目までを渡します。 

※大会参加申込み時点から、「参加メンバー」の変更があった場合、上記「西日本インカレ事務局への連絡事項」に記入してください。なお、本企画シート提出後のチーム名変更

は「不可」とさせていただきます。 
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同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※その他、注意点については「企画シート・パワーポイントの作成および提出について」をご参照ください。 
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